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午後６時30分開会 

○委員長 それでは、定刻となりましたので、ただいまより第12回世田谷区立中学校部

活動地域移行に係る検討委員会を開催したいと思います。 

 本日は加藤委員が欠席で、出席は14名となっております。 

 年明け早々いろんなことが起きておりますけれども、お忙しいところ、お集まりいただ

きまして、またお寒い中お集まりいただきまして、ありがとうございます。本年もよろし

くお願いします。 

 それでは、次第に沿って進めたいと思います。 

 次第２、会議録の確認でございます。会議録の確認をさせていただきますが、机上に第

11回の会議録の案がございます。各委員の皆様には、事前に事務局より送付をいただい

ておりますので、その御指摘の下に訂正は既にしておりますが、そのほか追加の訂正等は

ございますか。 

 一旦訂正がないというふうに判断させていただいて、会議録につきましては案のとおり

とさせていただきますが、また訂正箇所をもし見つけた場合には最後に御発言いただけれ

ばと思っておりますので、次に行かせていただきたいと思います。 

 では、次第３でございます。こちらが本日のメインとなりますし、ここが一番時間をか

けて御議論いただくところだと思いますので、報告書の最終まとめ案についてです。これ

について事務局よりお願いします。 

○事務局 では、御説明させていただきます。 

 すみませんが、前回から、途中で案をお送りしますと申し上げたところ、なかなかお送

りして差し上げられませんで、今日、メールを一旦は送らせていただいておりますけれど

も、今日お送りしたものと今、机上にお配りしているものは一部修正がございますので、

今、配付させていただいている資料のほうが現在の最終的なものになっております。 

 では、資料について御説明をさせていただきます。 

 まず、前回、提言という形で御議論いただきましたけれども、２ページから10ページ

までの部分を提言として記載させていただいております。考え方としましては、４ページ

のところから、前回の骨子での内容と一致した形にはなっておりますけれども、まず部活

動の地域連携の部分の御説明が４ページ(1)から、６ページの(2)からは地域移行の実現

による地域でスポーツ・文化に親しめる環境づくり、いわゆる地域クラブのことについて

書かせていただいています。 
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 ７ページの項目３ですが、地域移行の環境の構築としまして、少し具体で記載をしてお

きたいことについて、取り出して記載させていただいております。ここの中につきまして

も、いろいろ関わりがおありになるところもあるかと思いますので、遠慮なく御発言いた

だければと思っております。 

 ９ページの部分ですけれども、最終的なまとめの部分についてはまだこれからというこ

とになっております。10ページですが、ロードマップをというようなお話もありました

けれども、この報告書につきましては、まず、これは検討委員会から世田谷区の教育委員

会に対して出していただく報告書というような考え方になっております。この後、この報

告書が完結したら、これを基に教育委員会のほうで、またさらに具体的にこういうことを

教育委員会としてやっていくという計画をつくっていくことになりますので、細かいロー

ドマップですとか、より具体の内容については、教育委員会がつくる側のほうで記載をし

ていくというような考え方でおります。ですので、その点を意識して少し大きなくくりで

書かせていただいています。 

 この提言のイメージのところですけれども、５年で令和10年度を一旦区切りとしてい

ます。これは世田谷区の教育振興基本計画というものがあって、そこにいろいろな事業に

ついて書かれているんですけれども、それに部活動の地域移行についても記載が当然ござ

いまして、そういうところの区切りをそろえた形としています。 

 それから、国のほうの地域移行の一旦の区切りとして７年度の末までに、例えば土曜

日、日曜日の教員が持っているところを放していくというような記載が推奨としてあるん

ですけれども、ちょっと７年度末までというのは厳しかろうと考えておりまして、この表

の中では８年度を一旦の目標という形に置かせていただいております。そこも御意見をい

ただければと思っております。 

 11ページからですが、これは中間まとめをベースに記載したもので、提言の解説編の

ようなイメージで続きとなっています。 

 11ページから先の部分で新しい記載等があるところについてですけれども、まず14ペ

ージから、中間まとめとは少し構成、順番が変わっておりますけれども、14ページの２

－２－１というところで中学校にヒアリングをしてきた結果を記載しています。これは中

学校の校長、副校長のところに所管課のほうで出向いてヒアリングを行っておりますの

で、ヒアリングシートというものでデータをいただいて、あとはお話を聞いてきた御意見

を記録したものとなっています。 
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 それから18ページからですが、前々回、皆さんに御覧いただいた生徒、保護者、教員

へのアンケートについて、アンケートそのものは中間まとめのときと同じで資料編がさら

につきますので、そちらのほうには載りますけれども、ここでは抜粋というような形と考

え方を少し整理したような形で記載をしています。生徒、保護者、教員という形で24ペ

ージまで記載しています。 

 24ページの「４ その他」というところですが、ここは３つのことに併せて、移動手

段で自転車利用について聞いているところについては意見が比較的統一されていたので、

それをまとめて記載しています。 

 少し後ろのほうに行きまして、トライアル事業の検証です。32ページからトライアル

事業について、１回目のアンケートに加えて２回目のアンケートを併せて記載しています

ので、そこを含めて少し分析した結果などを追記したような形になっております。 

 あと、提言がついたことで矛盾するところとかを少し整理させていただいております

が、大きな変更があるところについては以上でございます。 

 この報告書については、あくまでも世田谷区、世田谷区教育委員会に向けて、それぞれ

のお立場での御意見をまとめたものという形ですので、世田谷区のほうでこれはちょっと

できないんじゃないかみたいなところはあまり気にしないで、皆さんの自由な御意見、必

要だという御意見をいただくという考え方でよろしいかと思いますので、どうぞ忌憚のな

い御意見、それから構成についても御意見いただいてもちろん構いませんので、よろしく

お願いいたします。 

○委員長 ありがとうございます。皆様方の御意見をいただく前に少しだけ確認をさせて

いただきたいと思います。 

 今回のこちらの報告書（案）でございますが、最初に、提言ですか、もちろん最初の

「はじめに」はちょっと置いておいて、これをやってください、これを検討してくださ

い、教育委員会、あるいは皆さんで検討してくださいという強いメッセージを最初に提言

という形で発して、その上で、その後の10ページ以降にこれまでの議論が順番に並んで

いるというふうな全体としての構成となっているところです。提言の一番最初、これをや

ってくださいというところは、まずは現在働いている先生方の話題を最初に持ってきて、

その後で実際に子どもたちが次の地域に入っていったときの受皿の議論になっているとい

う構成にはなっているかなというところです。 

 実は事前の打合せのところでも、事務局とも話をさせていただいて、まず教員の負担軽
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減の話が最初に来て本当にいいんですか、提言のいわゆる検討委員会の話として、教員の

負担軽減とかに関心のない区民の方たちもいらっしゃるのではということでお話をさせて

いただいたんですけれども、ここについては後で補足いただきたいと思いますけれども、

まずは手をつけられるところ、まず現状として、負担が大きくなって苦しんでいらっしゃ

る先生方について、世田谷区として手を入れられないかどうかについてというところのメ

ッセージを強く発したほうがいいだろう。 

 その上で次に地域としてどういうふうにしていくかという手順のほうがインパクトがあ

るのではないかという御配慮と私としては解釈しているところでございます。少し委員の

皆さんで読んでいただいて、忌憚のない御意見をいただきたいと思いますが、まずは10

ページぐらいまでのところで一旦議論を区切らせていただいて、その後、また11ページ

以降を議論するということで、最初にまず４ページから10ページぐらいを中心に御一読

いただいて気づいたところ、御意見をいただければと思っております。 

 ちょっと時間を取りたいと思いますので、御確認いただければと思っております。 

 では、徐々に確認しながら御意見をいただきたいと思いますが、いかがでしょうか。ど

なたか口火を切っていただけるとありがたいですけれども、まずは10ページぐらいまで

のところです。 

○委員 最初の(1)の部活動の地域連携による教員の負担軽減、事務方として負担軽減と

いうのがちょっと強く出過ぎたなと思っていて、書いた内容としては、１つは学校から部

活動を直ちになくすというのはまず無理だよねというのは、何となく皆さんと話していて

も、そこは共通理解が取れているのかなと思ってはいたんですね。ただ、一方で、先生方

は大変だし、少しずつ部活を地域のほうで持っていくというのは出したいなというのは思

っています。そのときに負担軽減という言葉ではなくて、例えば先生方の指導を見ると、

今までもう30年、40年と先生方が部活動を担ってきたんですけれども、得意でない部活

をやらされているというのは変ですけれども、やらなきゃいけない実態というのがあっ

て、それは生徒にとっても不幸な事態なのかなと思うんです。 

 なので、専門性の確保だとか適切な指導者の確保というような観点を、この地域連携の

ほうで出したらどうなるのかなと反省した次第でございます。できれば、この中にもう少

し今までの先生の取組に感謝するというのも変ですけれども、先生たち、頑張っているん

だよというのは出さないと、怒られてしまうのかなというような気もしましたので、もう

ちょっとそこが書ければいいのかなと思いました。 
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 反対に(2)の地域連携のところでは、もともと部活動と関係なく、地域の人たちはいろ

んな子どもたちの受皿になってくれたり、まさに先生と同じように手弁当でいろんなこと

をやっていただいていると思っているので、その辺の今までの取組をやっていただいてい

るというニュアンスと、さらにそれを頑張って子どもたちを地域で育ててほしいんですと

いうようなニュアンスがもうちょっと出せたらいいのかなというような感想、自分で書い

ておいてあれなんですけれども、思いをちょっと持ったところです。取り留めのない話で

すみません。 

○委員長 ありがとうございました。今のような感想でも構いませんし、ここのとこはも

うちょっと加筆してほしいという要望でも構わないですが、いかがでしょうか。 

○委員 目指す姿という部分で、例えば短期目標で具体的なことが書いてありますが、目

指す姿なので、例えば来年度こういうふうになっていますという、例えば４ページのとこ

ろで言うと「土・日曜の活動について、顧問教員が出勤せず、監督が指導を行う体制をつ

くる」、確かに短期目標といえば短期目標なんですけれども、教員によっては部活動が好

き、その後、兼職の話も出てくるので、この部分を載せた途端、教員はもう一切部活動に

参加しないのか。こういった言い方がいいのかどうか分かりませんけれども、教員のワー

クライフバランスの充実を図るみたいな、そのために課題があって、この課題に対して具

体的な目標を書いていくようなつくり立てのほうがいいのかなと思います。あと、ちょっ

と矛盾みたいなものが正直あって、例えば５ページの「管理顧問として学校として必要な

手続き等のみを行い、日常的な部の運営は部活動指導員・監督に一任する」ような形を言

いつつも、長期課題のところで多分管理運営規則を見直す、多分管理下にはしませんよみ

たいなことだと思うんですけれども、その辺の整合性がちゃんと図られているのか。この

文面だけ見ると、ちょっとそこがどうなのかなと思いました。 

○事務局 規定を見直すについては、世田谷区では、他区では違うところもあるんですけ

れども、部活動をやることという規定が今あります。それをなくさないと地域移行ができ

ないので、なくすべきだという意味で書かせていただいていますので、言葉が多分足りな

いんだと思います。ありがとうございます。 

○委員長 今、委員から御意見がありましたけれども、この内容に関わって補足はありま

すか。例えば４ページの短期目標の書きぶりみたいなものをどういうふうに捉えるかで

す。 

○事務局 どちらかというと、これをやって効果がこうなるという書き方を今しているの
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で、御指摘を踏まえて少し頑張ってみます。ありがとうございます。 

○委員 冒頭、委員長からもございましたし、先ほど委員からも指摘のありました４ペー

ジの(1)のところなんですけれども、確かに一般論的に部活動というのが教員の重荷にな

ったり負担になっているという指摘は的を射ているかと思うんですけれども、この表現を

もう少しポジティブな表現に直せないのかなというのが私の少し思ったところです。 

 先生方の中には、部活動に生きがいを感じていて負担に感じていないというような先生

も一定数いらっしゃるんだろうなと思っておりますので、全ての方が負担に思っているか

というと、そうじゃないという現状を踏まえると、教員の新たな働き方改革とか、新たな

何か前向きでポジティブなワードを使って、言っていることは負担軽減なんですけれど

も、そういった表現のほうが本委員会の趣旨として合うんじゃないかなというのが一つ思

ったところです。 

 あと、次の５ページ目になりますけれども、上から３行目、長期目標、これは内容とい

うよりは、３行目のところに「日常的な部の運営は」という形で出てきます。部というキ

ーワードがここのみで出ていますので、部活動の運営というふうに統一したほうが読み手

が分かりやすいのかなと思っています。 

 あと、６ページの２行目ですけれども、「地域移行後の活動と部活動との大きな違い

は」のところですが、恐らくスポーツ庁が出しているガイドライン、文化庁との連名で出

しているものから推察しますと、地域移行後の地域クラブ活動というキーワードを意図的

に使ったほうが差別化できる、区別がしやすいんじゃないかなと感じた次第です。 

 後半はコメントという形になりますが、よろしくお願いいたします。 

○委員長 ありがとうございます。まずは教員の負担軽減というところが新たな働き方と

か、ちょっとワードを変えたらいかがでしょうかということ、あとは用語の統一、あるい

はスポーツ庁が使っている用語を使うところもございます。そこはいかがですか。 

○事務局 後半の御指摘は、すみません、全体的にはそういう表現を使ったつもりでおり

まして、ちょっと見落としもございまして大変申し訳ございません。そのように直させて

いただきます。ありがとうございます。 

○委員長 ありがとうございます。そのほかいかがでしょうか。非常に重要なところにな

るかと思いますので、実現できるかできないかではなく、こうしてほしい、あるいはこう

いうことを議論してほしいという希望でもございますので、いかがでしょうか。 

○委員 私のほうで、どういう書き方がいいのかと思った部分があります。提言であるこ
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とですので、こういうふうにしていきましょう、あるいはこうしましょうというようなメ

ッセージですので、いろんな方々に向けての内容だというふうには理解します。その中で

目指す姿、短期目標、長期目標というのが具体的に書いてあるんですけれども、それが多

少いろんな方が自分事として捉えなければいけない部分があるのかなと思いました。 

 例えば、５ページの長期目標、丸の２つ目、「監督が、区大会・都大会の大会引率を行

う。」、これは当然ここに書いてあるとおりなんですけれども、これは監督になる本人が資

格を取ったり、それから緊急対応マニュアル、事故への対応のことができなければいけな

いですし、それを任せる今度は大会の運営側が、そういう者が監督として引率として来る

んだということで気をつけなければいけないこと。それから、コミュニケーション等々を

考えなければいけないこと。それから、もしここに学校が関わっているのであれば学校

が、あるいはクラブの団体がというところが、いろいろな形でそのように読み取れるのか

なと思いました。 

 ただ、果たしてそれでいいのかどうかという部分と、もっとさらにどこがとか、誰がと

かいうふうに書いたらいいのかどうかというところはすごく読んでいて迷ったところでご

ざいます。 

○委員長 ありがとうございました。事務局、今の御意見はいかがでしょうか。 

○事務局 おっしゃることは非常にもっともだと思います。少し提言という形だと、先生

もさっきおっしゃっていただいていましたけれども、やや強さを出すというようなところ

もあって、あまり冗長にならないというところがなかなか難しいなと思って記載をしてま

いっておりまして、少し難しい御指摘かなとは思いましたけれども、どの部分にどう記載

できるかというのを少し工夫してみたいと思います。または提言ではない部分、後半の解

説の部分に記載するというのも少し考えどころなのかもとは思いますけれども、おっしゃ

っていることはそのとおりだと思いますので、少し考えてみたいと思います。ありがとう

ございます。 

○委員長 ありがとうございます。いかがでしょうか。 

○委員 まず、４ページにある目指す姿、短期目標、令和８年度末までにということで

す。これは感想なんですけれども、もちろん、どういうところから始められる、可能な限

り始めていく、スタートしていくというのは分かるんですけれども、地域移行という言葉

は数年前から出始めて、今、負担に感じている教員は、今やっている船橋希望中のトライ

アルだとか、こういったものが来年どうなるのか、結構直近でどうなるのか、なので、短
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期目標で令和８年度末というと、今すごく苦しい人たちからすると、来年どうなるんだろ

うとか、短期と言いつつ、この２年間が少し遠い先に感じてしまうかなというふうな印象

を受けました。 

 今、船橋希望中では、陸上部のトライアルとソフトテニス部のトライアル、ソフトテニ

ス部に関しては、教員が指導するのではなく、外部指導員の方が来ていただいていて、す

ごく負担軽減につながっていると思うんですけれども、陸上部のことに関しては、陸上部

の顧問が砧中も含めて教えている。また、陸上競技場に移動して遅くまで、７時ぐらいま

での指導をしているので、かなり負担にはなっている。この２つがあるので、教員たちは

来年これがどうなっていくんだろうとか、あと、早く助けてほしいみたいな教員もいると

思うので、それが令和８年度末になると、それまではそんなに変わらないのかなというよ

うな印象を受けてしまうような、ごめんなさい、感想ですけれども、結構疲弊している教

員からすると、直近ですぐ助けてほしいみたいなイメージがあると思うので、すいませ

ん。 

○事務局 書き方が下手なんだと思うんですけれども、８年度末までというのは、イメー

ジ的には８年度末までに全部ができるようにというような、本当にできるかというのはま

た別の話かもしれないんですけれども、それで期日を置いています。ですので、さっきち

ょっとおっしゃられたように、できるところからどんどんやっていくという考え方はして

おりまして、報告書の話ではないんですけれども、先ほど記載のところで御説明をした中

学校のヒアリングで各中学校を全部回らせていただきまして、その中ではここで記載され

ているようなところについては、できるところから少しずつやっていってくださいという

話も具体的にさせていただいております。 

 ですので、できるところが少しずつ増えていって、それが８年度末までには、よほどの

大きい課題が残るようなところを除いて、全体ができていくという意味で短期目標の目標

値を８年度末に置かせていただいておりますので、何かその部分の説明の補足か、または

ロードマップのところとかで工夫をするとか、少し考えてみたいと思います。ありがとう

ございます。 

○委員 今の議論につきまして、私も委員同様に思ったところです。この提言をどの程度

強いメッセージにするのかということとも連動すると思うんですけれども、できるところ

からやりましょうというと、なかなか動かないというのが世の常かなと思います。ですの

で、この短期目標というものの意味が、令和８年度までに全ての中学校ができればいい
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よ、できるところから始めましょうというよりも、もう待ったなしで今すぐ取り組まなき

ゃいけないんだというぐらいの強いメッセージにしてもいいのではないか。提言なのでで

きるかどうかは別ということを置いておいて、もう待ったなしで、これはすぐ進めましょ

う、早急に取り組むべき課題なんだということを強調してもいいのかなと。そのほうが現

場の先生方にとってもしっかり考えて、そういう検討してくれているんだということにも

つながるのかなと思いました。 

○委員長 ありがとうございます。 

 今、委員からも少しありましたが、来年度も含めて、あるいは短期でどうするかという

ところですが、政策上、教育委員会がかなり動いているぞというインパクトを出すとき

に、例えば運動部であれば、バスケットと野球ぐらいをターゲットにして行くとか、あと

文化部関係であれば、吹奏楽系をターゲットにしていくとか、これは書くか書かないかは

ちょっと置いておいて、そういうイメージはありますか。 

○事務局 ちょっと中に書いてはあるんですけれども、やっぱり大会に出ている運動部に

ついては、なかなか支援員に完全に任せるというところが、ヒアリングをしている中でも

難しいところがあるというところは実は実感しております。ですので、回ってきた中学の

中では、実際にもう既にそういうことをやっている部もありまして、そういうところを情

報共有するようなところから、できそうなところからというイメージは持っておりますけ

れども、この競技と特定することは少し難しいかなとは思います。指導者がいて初めてで

きるところなので、競技を特定すると指導者の取り合いになってしまうというようなとこ

ろもあるのかなと思います。ですので、申し訳ありませんが、競技別のイメージというの

は、今現在は持っておりません。 

 ただ、それこそ例えば大学と連携をしたり、そういうようなところの中で、ここであれ

ばできるかもというところで、そういうことがあれば、それをベースに働きかけをしてい

くというようなことは、何か出てくればすぐに動いてやっていくというところはもちろん

あるんですけれども、競技別というものは考えていなかったです。逆に、そういう考え方

のメリットがあるようであれば教えていただきたいとも思います。ありがとうございま

す。 

○委員長 すみません、あくまで思いつきですけれども、大所帯というか、人数がいっぱ

いいるところから移行していくほうが全体としての波及効果が高いかなというのをちょっ

と感じておりまして、そこで非常にお困り感を抱えている先生方を変えていくというか、
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救っていくというところ、あるいは地域のところと一緒に協力していくというふうに、幾

つか大所帯のところからやっていくほうが早いのかな。あるいは人数的にはそれほどいな

いので、むしろ指導者が見つけやすいところをしていくほうがいいのか、これは政策とい

う形になると思いますので、波及効果という視点と全体の区民の皆さんが、ああ、やって

いるな、すごく進んだなと感じるか、あるいは各先生方が、世田谷走っているぞという感

覚を得られるかどうかというところが結構大きいかなといったときに、大所帯から行くと

いうのもありかなというところでございます。すいません、あくまでこれは思いつきでご

ざいます。 

 ほかにいかがでしょうか。後半部、お願いします。 

○委員 １点目の部活動の地域連携の教員の負担軽減はいいんですけれども、もともと特

に昨年度の委員会では、「はじめに」にも書いていますけれども、何よりも生徒のための

ものであり、そこの部分をかなりこの検討会では議論してきたはずなんですけれども、要

は具体的な部分で子どもの視点で書かれているのかなと。例えば、(2)は地域移行につい

て云々ではなくて、まさに子どもの視点で書けば、具体的には受皿の話になったりとか、

何かそういうような形でいけるんじゃないのかなと今ちょっと思っているところです。 

○委員長 これはどうしましょうか。 

○委員 まさに私もこれを書いて読んでみて、ストューデント・センタードというのが冒

頭に書いてあるのに、提言の書き出しが薄いなというところは思ったところです。子ども

の視点といったときに、子どもの意見を冒頭、一番最初の会議のときに聞いたときに、や

っぱり学校の代表としての誇りを持っているから、学校でやりたいんだという意見が一つ

強かったという印象を私は持っています。 

 一方で、学校にない活動もしてみたい。例えばダンスだとか、そういうのは簡単に学校

ではできないものですから、そういうのはやってみたいなという声も若干あったのではな

いかなということを聞いていて、そういったところは逆に地域の方々の活動の受皿になり

やすい。例えば、ここに今、東深沢の地域クラブの記事が載っているんですけれども、こ

こでも琴をやっているだとかということがあって、それを学校の部活でやってくれといっ

たら、なかなか指導者もいないし、大変なんです。そういったところで子どもの興味関心

に合った様々な活動というのを、簡単と言ったら怒られちゃいますけれども、割と柔軟に

受け入れやすいのは地域なのかなと思っているので、そういった視点をもうちょっと書き

込んでいくのかなと。 
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 先ほど冒頭で言ったように、負担軽減の観点が強く出ちゃっているので、やっぱり子ど

もの部活動の視点から、学校での部活というのは重要だよね、誇りを持つということも重

要だよねと。一方で地域と共にあるということで、そういった視点からも、地域の力が必

要ですよみたいな観点で書き込むということで、さんざんもうずっと10回ぐらいにわた

ってこの委員会で議論していただいてきている生徒を中心とすることという理念を、もう

ちょっと書き込む必要があるかなと思っていまして、そういった意味で書き込めるのかな

と思っております。 

○委員長 ありがとうございます。そこはぜひとも入れていただければと思います。 

 ほかにまだたくさんあるかと思いますので、お願いします。 

○委員 ７ページ目の３番です。「地域移行の環境の構築」というところで、総合型地域

スポーツ・文化クラブについてということで、２行目から読みますと「トライアル事業の

検証からも、大会に出場する部活動の指導・運営には、活動形態がなじまない点もあり」

と書いてあるんですけれども、そうすると、ほかの地域クラブが何？みたいなことになっ

てしまうので、我々は今回、東深沢でやったのは体力向上部という部活動を地域の人たち

で見ることで移行ができるかできないか、それに対しての課題がどうなのかということを

やったので、そこの成果としては、体力向上部の目標というのは、生活習慣を獲得すると

いう朝やることと、スポーツが苦手な子が結構多いので、スポーツを楽しむということと

多種目を楽しむ。こういう目標があるので、多種目を我々総合型として学校にないバドミ

ントン部だとか、バドミントンを提供したりだとかというところで活動しているんです

ね。 

 ですから、先ほどの一番最初の「新たな価値」の提供のところの３番、４番がそういう

ところに当たると思うんですけれども、多種目・多様な志向、スポーツ・文化の多様な経

験と担い手の育成につながる。スポーツをやらない子が増えているということで、そうい

うことを救うために体力向上部、スポーツに親しもうよと。スポーツをやれば、何か好き

な種目があるかもしれないよねというようなことが一応目標なので、そこのところについ

て検証したということなんですけれども、ここの後の各種大会への参加も可能とすること

は、今後、ほかの部活動を総合型クラブが見たときにどうなのかという検証になると思い

ますので、例えば東深沢でも前に野球の指導者がいて、いろいろ審判に行ったりだとかと

いう人も何人かいますから、今の部活動の野球の審判だとか大会の運営だとかができる人

もいるわけなんです。それについては今回検証していないので、ちょっとここの書き方を
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変えていただけるとありがたいと思います。 

○事務局 申し訳ありません。少し記載が適切ではなかったかなと思っています。トライ

アル事業も今回やっているんですけれども、それに併せて私どもは、総合型の地域クラブ

のほうに個々に回らせていただいて意見交換をしておりまして、その中でなじまない、大

会の業務を担うようなことは非常にハードルが高いというようなお話をいろいろなところ

で伺ってきています。 

 ですので、そこをつなげて書いてしまったのが誤解を招くような表現だったと思います

ので、記載については少し変えさせていただきたいと思います。申し訳ございませんでし

た。ただ、可能性が全くないということでもないので、ぜひそういったところ、課題もい

ろいろ多いんですけれども、主に指導、この中でも資料編の別の場所に記載をしています

けれども、日中の夕方みたいな時間に指導する方を集めるのが大変難しいというようなお

話がどこに行っても出るというところが、そのあたりが大会に出るような部活動の指導に

なじまない点というか、ハードルが高い点というところで少しヒアリングをしてきており

ますので、その辺、誤解のないように書かせていただきます。申し訳ありませんでした。

ありがとうございます。 

○委員長 委員、よろしいですかね。 

○委員 はい。 

○委員長 ありがとうございます。 

 ほかにいかがでしょうか。 

○委員 すごく細かいところからなんですけれども、数字が２番がない気がするんですけ

れども。 

○事務局 すみません、違っていたのにさっき気づきまして、申し訳ございません。あり

がとうございます。まだ編集中なので、それ以外にも少しいろいろとスペースが違ってい

たりとか、編集上の問題がございまして……。 

○委員 そういうのは言わないほうがいいんですね。分かりました。 

○事務局 ありがとうございます。 

○委員 さっき目指す姿のお話がそれぞれあって、僕も、この令和８年度末までというの

は確かにちょっと遅いなと思っちゃうので、何か一つのアイデアとして、短期課題のとこ

ろに令和６年度から取り組むことみたいな文言があると、これはあくまでもお尻で、スタ

ートはもうすぐするよというようなことが伝わるんじゃないかなというのをさっきの議論
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を聞いていて思いました。 

 ばらばらいろいろ言うんですけれども、あと、目指す姿のところは、数値目標とかを出

しちゃうのはあまりよろしくないんですかね。例えば、ここの最初の「教員が６日を超え

て連続勤務する状況の解消に繋げる」とかというのが、どうしても僕ら一般人からする

と、すごく動かなそうな印象を受けちゃうので、これが現状この勤務をしている人が全体

の８割いるのであれば、それを現実的なところで、どこか判断が必要だと思うんですけれ

ども、例えば半減させますよとか、さっきの提言というものの強さというような委員のお

話とかもあったので、そういう数字を入れていくことで実現への表現の強さが出たりする

のかなというのもちょっと感じた部分でございました。 

○事務局 実は先ほど委員長方と打合せをしたときにも、同じような御意見をいただいて

おります。この報告書の位置づけについては、先ほど御説明をしまして、私ども役所の側

のこれまでの慣習みたいなものの中では、あまりこの報告書に基づいて、またこの先、行

政側でもっと細かな目標を立てていくというような位置づけが一般的には多いものですか

ら、そういう書き方をしておりますけれども、数値目標を書いたほうがいいのかどうかと

いうところについては、皆様方の御議論にお任せできればと思います。書いてはいけない

ということではないと思いますので、いかがでしょうか。 

○委員 そういう感じなのかなとちょっと思っていました。書くようなものではないのか

なとは思ったんですけれども、強さを出す意味でというアイデアの一つとして申し上げま

した。 

○委員 ありがとうございます。物によっては、数字は出したほうがいいのかなと思って

いて、ただ、我々行政が書くものだと現実可能なところで、先ほどおっしゃった半減みた

いな話になると思うんですけれども、提言としていただくのであれば、基本的には最終的

にどこを目指すかということで、全ての学校というような形になってくるのかなと思って

います。 

 まさに一つの事例として、４ページの土日のところが着目されていると思うんですけれ

ども、ここはいろんな条件があったとしても、全ての学校でという気持ちでやるべき話な

んだろうなと。ただ、そのときに、やりたい先生もいるよねといったときに、やりたい先

生を外す必要はないので、そういった前提条件をつけた上で、令和８年度までに何らか関

わった全ての学校では、教員の目から言うとワークライフバランスを考えて、生徒の目か

ら言うと専門的な指導者から指導を受ける環境をつくるためにとかという前提条件をつけ
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て、全ての学校で教員ではない専門性を持たない教員が指導しなくていい体制をつくるみ

たいな形で、数的なものを出すというのはありなのかなと思っています。ほかのところで

も、できるだけいわゆる全ての学校でとかと言えるようなものは置いてもいいのかなとは

思っていますので、そのように考えます。 

○委員長 ありがとうございます。今、最初に委員がおっしゃられた、いわゆる令和６年

度の短期はどうしますか。 

○事務局 それは記載できますので、記載したいと思います。 

○委員長 ありがとうございます。 

 では、ほかにいかがでしょうか。 

○委員 ７ページの文化財団のところの表現について、今日、午後ぐらいにメールを頂い

たときに、これは直したほうがいいなと思ったところが今見たら消えているので、これは

このとおりでよろしいかと思います。 

 あと、半分全体的な感想にはなるんですけれども、これは12回の検討委員会をやって

きて、先ほど委員もおっしゃっていましたけれども、ストューデント・センタードという

のは非常に大きなコンセプトだったような気がいたします。これを見たときに、４ページ

にいきなり教員の負担軽減ということで、ど直球できたなという感想がまず正直ありま

す。１点。 

 それと、これも半分感想になるんですけれども、これは提言なので、今後の世田谷区の

中学校の部活動はこうあるべき、こういうのが理想だよというのを示していくのが提言な

のかなと思っています。長期目標、短期目標があって、課題と書いてあるんですけれど

も、目標に対して課題が多いと、これも印象なんですけれども、提言をしておいて、半分

できないようなことを言っているような印象にもちょっとなってしまうのかなというのが

少し心配しています。 

 要するに、課題は当然あるわけなので、例えば５ページの学校管理運営規則第27条と

か、この提言の中に入れていくような話なのかなというような印象は正直。この提言を受

けて、実現する際の大きな課題というのは当然いっぱい出てくると思うんですね。だか

ら、それは教育委員会であったり、学校現場サイドがこの提言を受けてどうやっていくか

というところにまとめたほうが、提言としてはすごく迫力が出るような印象を持ちまし

た。 

○委員長 ありがとうございます。一つは、構成に関連することでもありますし、最初の
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インパクトとしての地域移行への理想を書かなくてよいのかですが、ここら辺はいかがで

しょうか。 

○事務局 実は理想のところを「はじめに」のところとかに少し追加するつもりではおり

ましたが、やはり提言の部分の中にうまく、後ろのほうにも書いてはあるんですね。ここ

にきちんとまとめられるように工夫をしていきたいと思います。ありがとうございます。 

 課題のところは、委員いかがですか。 

○委員 課題のところは、まさにおっしゃるとおりでございまして、もう少し減らすべき

ものはあるのかなと今改めて読んでいて、課題というよりも、例えばこの検討委員会とし

ては進めるに当たって、まさにストューデント・センタードなどもそうなんですけれど

も、そういう視点を大事にしてほしいみたいなものを留意点として残すみたいな形であれ

ば、それほど否定的にならないのかなと。その際もあまり数が多くないようにして、当然

ハラスメント等、５ページの短期課題の真ん中に書いてある「ハラスメント等や、活動で

の困りごとに関する相談ができる窓口の対応」なんて当たり前のことなので、こういった

ことではなくて、もう少し進め方で留意してほしいところを精選して書くというような形

で変えればいいのかなと受け止めております。 

○委員長 ありがとうございます。もう１度、教員の負担に関連する内容が第１項目にな

っている意図をもう一度お伝えいただけるとありがたいです。 

○事務局 書きながらも、先に教員の負担軽減が出てくるのはいかがなものかなと思いな

がら、実は記載をしておりました。ただ、順番を逆にすると、文章の後のほうに教員の負

担軽減というのが、分量については工夫をすることもできると思うんですけれども、出て

くるところで、入れ替えたりもしてみたんですけれども、どちらかというと前にあったほ

うが読み進めていく中では違和感が少ないなと少し思ったものですので、御提案したもの

については、こういう形で一旦書かせていただいております。皆様の御意見を伺いたいと

思います。ありがとうございます。 

○委員長 委員、いかがですか。まずは教員負担が先に来ていると。 

○委員 議論の中で感じていることとしては、この２つのどっちを先にするんだと言われ

たら、正直なところ、２のほうを先にするのかなというのがまず最初の印象です。ただ、

議論の始まりという意味で、国のほうのいろんなものを読んでいく中で、教員の負担軽減

というのは、確かにこの検討委員会にも現場の先生方に実際に入っていただいて議論を進

めてきたという経緯もあります。なので、収まりという点では、これしか見ていない中で
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今ここでぱっとは言えないんですが、この検討委員会の中の議論に参画していた立場とし

ては、地域移行が先のほうがストューデント・センタードというのが明確になるような印

象を受けます。 

○副委員長 例えば「はじめに」の新たな価値の６点があります。これは「はじめに」で

はなくて、４ページの冒頭に持ってきたらどうかというのは一つあります。それも考えら

れたかもしれませんが、先ほど希望をもう少し初めに書き足そうかというお話がありまし

たので、そこはそれで止めておいていただいて、４ページの冒頭に、進め方としては「ス

トューデント・センタード」でこの６点を導いたと。それを具体化するために、教員の先

生方の負担と地域とのつながりということで、この順番でというのはありかなと考えま

す。 

 アイデアレベルで言うと、42ページの終わりの「今後の継続的な検討」のところに、

いま一度、６点「新たな価値」を入れておいて、行政施策をつくるよというときには、６

点に対応するような形にすると少しはつながってくるかなとは思っておりました。 

 ４ページの冒頭の進め方のところで、先ほど委員からもお話がありましたけれども、こ

れまでの我が国の部活動は、先生方の教育的愛情と御協力と御努力によって支えられてき

たということに対してコメントがあって、でも、世の中が変わってきて、これから新しい

形にしなきゃいかんということで、世田谷区はどうしようかといったときに、ストューデ

ント・センタードが大事で新たな価値を考えた。でも、先生方のこともあって、負担軽減

と地域に、こんな３本柱ぐらいにしていくと、ちょっとマイルドにはなるかなと思ったん

ですけれどもという意見です。 

○委員長 ありがとうございました。また、構成をもう１回練っていただけるとありがた

いかなと思っています。 

○委員 すいません、ありがとうございます。(1)で負担軽減、(2)でいわゆる地域移行

というような形で並んでいるところなんですけれども、これは並びが変なんですね。順番

とかではなくて、負担軽減と地域移行と並んじゃっているので、そこのところは地域連携

と地域移行という形で並びを取りたいなと思っております。また、順番については全体を

書く中でもう一度御提案させていただければと思います。 

○委員長 ありがとうございます。 

○委員  

 今、委員方からいろいろ御意見を伺っていますと、地域でもう20年以上活動してきて
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いますけれども、いろいろな事情が全て地域のほうに押しつけられている印象が、ここを

読ませていただいたときに思ったので、そういう印象を持つと地域の者としては、学校が

大変だから地域にやれと言っているんでしょうというふうな受け取り方をする人もいない

わけではないですよね。そうすると、いろいろな提言をいただいたときに、では、地域が

できることは何だろうと前向きに考えられるような順番ですとか、文言ですとかにしてい

ただけると、地域としては協力する気持ちがもっと湧いてくると思うので、その辺を考え

ていただければと思います。 

 それから、２ページに書かれています「新たな価値」の６番なんですけれども、「自宅

や学校とは違う居場所がある」となっていますが、今まで世田谷区の教育ビジョンをずっ

と見ていると、学校・家庭・地域という３つの言葉でずっと表現されてきていたと思うの

で、自宅というよりも、家庭としていただいたほうが馴染みやすいかなと思いますし、そ

れから自宅、学校ではなくて、家庭、学校とは違う居場所、それが地域で、部活動として

考えられる場所も地域に広がっていくんだというイメージが持てるのかなと。それはずっ

と今まで続いてきた世田谷区の学校・家庭・地域が連携して子どもを育てていきましょう

ということにつながってくるのかなと思います。 

○委員長 ありがとうございました。全体の印象として、学校の課題や負担が地域にスラ

イドするのではないということの印象をやっぱり持たせるべきだろうということ。あと、

「新たな価値」の文言については、世田谷区の使い方に文言を合わせていただいても全然

構いませんので、修正いただいても結構かと思っております。 

 では、ほかにいかがでしょうか。 

○事務局 地域の表現なんですけれども、実はこの関連の資料を作るときに、ずっと国が

提言してきたところをベースに作っています。それは各自治体も同じ動きをしていますの

で、あまり違う言葉を使ってしまうと誤解を招くようなところもあるので、多少意識をし

て国の資料の言葉を引っ張っているんですね。ですので、これについて、私も世田谷区の

人間なので、おっしゃっている地域が表しているところというのはよく承知していて、そ

んなにそごはないと思うんですけれども、実はこれらの資料の中で使っている地域という

言葉は、世田谷区が普通に使っている地域と完全にイコールではなくて、この地域の中に

例えば地域団体とかという言葉を使ったときに、その中に実は民間企業も含まれていたり

するんですね。世田谷区ではないところの団体も含まれていたり、なので、全部を変えて

しまうことは難しいかもしれないなと思いながら、御指摘のところで誤解を招かないよう
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に少し工夫をしてみたいと思います。ありがとうございます。 

○委員長 ありがとうございます。 

○委員 事務局のほうで結構練りに練ったものについていろいろ申し上げるのはあれかと

は思ったんですが、先ほど来の議論を伺っていまして、例えば短期課題と長期課題、それ

から短期目標、中期目標となっていますが、これを全て短期とか長期を取って一つに、例

えば課題なら課題というふうにして、例えば短期と言っておきながら、７年度末ですとか

８年度末とかばらばらですし、例えば５ページの長期課題のところでいろいろ書いていま

すが、これは先ほど委員からも話がありましたけれども、要は来年からやらなきゃいけな

いよねと。あとは継続してやるのかも全部長期課題になっちゃっていると思うんですね。

あと、規則の部分も調整さえつけば来年度中にできるのかもしれないですし、さっき委員

から載せる必要があるのかという話もありましたが、それで課題とか、こちらについては

全部まとめて10ページのところで、例えばですが、中学校部活動地域移行に関わるロー

ドマップで括弧でイメージみたいにして、終わりをつけたいものは、この表の中でいつま

でにやるとか明示して、あとは基本的に継続して来年度からずっとやっていくものが多い

と思いますので、それでもう来年度から、今年からやってもいいですが、すぐ活動します

よというイメージで見ていただけるようにすればいいのかなと思いました。 

○委員長 ありがとうございます。 

○事務局 ありがとうございます。短期、長期をなくすことについてはよろしいですか。

では、それでまとめてみます。ロードマップのほうには期日をつけたものでという形でと

いうことであれば、そのようにしてみます。ありがとうございます。 

○委員 私も、今、委員と同じような意見を持っていたところでございます。印象とし

て、これだけ教員の負担軽減という観点から議論を進めていくのはいかがなものかという

ことで来たかと。私も途中からの参画なので、だから、最初の４ページのところも、「顧

問教員の負担軽減については」ということよりは、そういう課題があるということについ

てはとか、そういう表現で軽減という言葉ではない言い方をしたほうがいいのではないか

なと思いました。 

 あと、細かいことですけれども、(1)のところで「運動部及び吹奏楽部については、こ

れまでの経緯もあり」というんですけれども、私は全然これまでの経緯も分からないの

で、見た方がちょっと分かりにくいかなと思うので、少しその辺を訂正したほうがいいの

かなと思いました。 
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 また、目指す姿と書いてあるんですけれども、短期目標は見たんですけれども、長期の

ほうに行くと、急に何か具体的に一任するみたいな形になっていて、姿というのは、こう

いう書きっぷりではなくて、もうちょっと夢のあるような書き方のあるべき姿があって、

それには長期、短期は関係ないのではないかなとは思っているんですね。短期で取り組む

べき課題とか、長期に取り組むべき課題というところはあってもいいのかなと思いますけ

れども、見れば、この課題の部分も何か課題と考えないで整備していくみたいに前向き

に、例えば「安全管理、人権、ハラスメント防止、等についてのマニュアル、研修の体系

化と整備」と書いていますけれども、これも整備していくみたいにポジティブに書いてい

くとちょっと違うんじゃないか。やらなきゃいけないことです。これがあるべき姿として

書いていくと、もうちょっときれいなまとまりになっていくのかなという気がしておりま

す。 

 あとは地域移行、タイトルが地域移行なので、タイトルでいくと、地域移行の実現とい

うのはどのようにやっていくかだとは思うんですけれども、最初に負担軽減というのが来

ているのが私も気になったところかなと思います。書きっぷり、あと文章を少し変える。

内容はそうなんですけれども、「していく」「していく」というよりは、そういうふうにな

っているみたいなのがあるべき姿かなと思うので、望ましい姿というか、そういう形にし

たほうがよりきれいな感じ、提言としてはきれいになるのかなと思いました。 

○委員長 ありがとうございました。いろんな視点から御意見をいただきましたが、実は

後ろのほうで新しく入った資料ですとか、中間まとめのさらに追加されているところも含

めて、少し全体のほうにも一度目を向けていただいて、ここの箇所はどうだろうとか、そ

ういったところを、例えば14ページ辺りですかね。アンケート、ヒアリングの実態把握

のところが新しく追加で入っていますし、あとは18ページですか、中学生、保護者、教

員へのアンケート等が入っておりますが、ちょっとお時間がないですけれども、見ていた

だいて、そこについても併せて御意見をいただけるとありがたいと思いますが、どうぞよ

ろしくお願いします。 

 事務局としては、例えば39ページ辺りの御意見をいただきたいですかね。 

○事務局 そうですね。39ページのトライアルの結びの部分については、もう少し厚く

できるとよいかなというところはございまして、何か御意見があればいただければと思い

ますが、トライアルの最終的なまとめについては実はちょっとこのタイミングではまだ終

わっていなくて、もう１回最後のまとめというのが最終的には必要かなとも思っておりま
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すので、その辺も含めてになりますけれども、このトライアルを次につなげていくという

ところで、そういう視点での御意見があればいただければと思います。 

○委員長 委員の皆さん、いかがでしょうか。かなり広範囲にわたる資料となっておりま

すけれども、ここら辺はどうでしょうかという御質問、御意見があったらお願いします。 

○委員 先ほど来の皆様の議論を拝聴させていただきながら、40ページが目に留まりま

した。私たちがこれまで大事にしてきたストューデント・センタード、その新たな価値の

説明文が40ページに書かれているんですけれども、これを「はじめに」のところにばん

と出すことによって、むしろ私たちのスタンスといいますか、提言の趣旨というのが見え

てくるのではないかなと思います。最初のところを読み進めていく中で、先ほど来、議論

があった負担軽減という視点と環境づくりという視点、それがどんどん読み進まっていく

中で、40ページで初めてこの文章に出会ったときに、これが冒頭に来たほうが私たちの

価値観というのが見えるんじゃないかなと思いましたので、御検討いただけるといいんじ

ゃないかなと思いました。 

○委員長 ありがとうございました。よろしいですか。 

○事務局 前回、中間まとめで委員長に「はじめに」の部分を書いていただきまして、今

回この部分を「はじめに」に持ってきたところと、その辺の構成についてちょっとない悩

ましいなと実は思っておりました。ですので、この案を一旦まとめるんですけれども、こ

の後、３月の末に向けて本当に報告書として出すところに、もう一度整理をしてまとめを

していくところの中で、委員長に少しコメントをいただく、内容的には今御指摘いただい

たようなところになるのだと思うんですけれども、おまとめいただけるところがあると少

しありがたいのかなとも思いますが、いかがでございましょうか。 

○委員長 やります。やりますというのはおかしいですけれども、全体の構成をもう１回

確認して、委員長なのでやります。 

○事務局 ありがとうございます。よろしくお願いします。 

○委員長 お願いします。 

○委員 前にもかかっちゃうかもしれないんですけれども、後ろのほうでいくと、ヒアリ

ングは日程、いつやったのかというのは書いたほうがいいかなと思いました。 

 それから、私、前段の７ページのところで、先ほど地域スポーツクラブに押しつけられ

ているというようなこともあったと思うんですけれども、ちょうどこの７ページと、私が

思っていたところが、ここにもそう書いてあるんですね。28ページに地域資源と書いて
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あるんですね。７ページでは、環境の構築みたいになっていますけれども、私は資源だと

思っているんです。スポーツクラブだとか財団もそうですし、大学、ここにはないですけ

れども、アメリカンフットボールのプロもありますし、そういう資源なんだろうなと思っ

ています。だから、ここは地域移行の環境の構築というタイトルよりは、団体さん等は資

源と捉えて、ここと学校が有機的に連携していくというようなことが提言としてあって、

(5)からの部分については、それこそ環境の整備なのかなと思っています。28ページでせ

っかく地域資源と言っているので、提言の前では、そのような形がいいんじゃないかなと

思いました。 

○委員長 ありがとうございます。ほかにいかがでしょうか。 

○委員 私も実は今、委員と同じようなことを考えていまして、もともと国のほうでは、

どちらかというと、地方なんかは少子化によって部活動が成立しないという大きな部分が

あったかと思います。ただ、最初の議論の中で、世田谷区を含めて東京はどうなんだと言

ったときに、そこまでではない。逆に言うと、世田谷区の場合は地域に今ここに挙げたよ

うな資源があるよねと。それをいかに活用していったらいいのかというような議論がもと

もとあったかと思いますので、その辺を例えば入れ込んでいくであったりとか、先ほど

来、教員の負担軽減のお話がありました。国のほうも、そういった課題を挙げつつ、実際

に後ろのほうにも出てくるんですけれども、世田谷区でも教員にアンケートを取ったとこ

ろ、意外と負担感が多いといった部分が結果として出てきているので、そういった結果な

んかも最初の提言の中に入れ込んで、世田谷区も実際そうなんですよ、だから、こういう

ふうにしていきますよみたいな形にしていったほうがいいんじゃないのかなと思いまし

た。 

○委員長 ありがとうございました。 

 ほかに御意見はいかがでしょうか。 

○委員 娘が中学生なので、恐らくこのアンケートを対象でやっていると思うんですけれ

ども、娘からこの話を聞いたかなと今。ここに結果が出ているから、私は、自分はメール

か何かで見た記憶があるんですけれども、子どもからこのアンケートをやったという話

を、私は自分がこれに対応しているから、あれっと思ったんですけれども、娘は割と部活

をガッツリやっているほうなので関心は深いほうだと思うんですけれども、部活動という

ことには関心があるけれども、地域移行というのがあまり分かっていなくて、アンケート

はやったけれども、あまり記憶になくて日常的な会話に出なかったのか、部活を必死にや
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っている子でも、あまり地域移行とかと今やっている部活が、実際はそれが進んでいって

こうなるんだよという話だと思うんですけれども、そこがあまり子どもとかには現実的に

見えていないというのが現状なのかなと。私たちは大人なので、話合いという形で何とな

く先を見ながらという形だったんですけれども、そういえば実際に子どもからこの話が出

ていないようなと今ふと。 

 部活の話をすごくよくする子なので、それの一環として、こんなアンケートがあったと

出そうなものだけれども、そういえばないから、意外と子どもたちは、例えば先生に言わ

れてやれと言ったからアンケートはやったけれども、それが先々、実際に中学校は３年間

なので、自分たちがもう卒業する頃には対象となっていないと思うと、アンケートも、今

すぐ明日からこうなりますというのだと、もうちょっと親身にと言ったらあれですけれど

も、すごく自分のこととして捉えられるけれども、現役の中学生に例えば２年後の話とか

となると、もう私は高校生になっちゃっているわみたいな感じで、意外とアンケートに本

当の気持ちがもしかしたら込められていないのかな、なんていうのを、自分の子どもとこ

の意見を比較して、実際に多分体験している船橋希望中の方とかはすごくリアルなアンケ

ートの内容として出ているんだろうけれども、実際にそこに関わらない子とかになると、

意見がなかなか反映しづらいのかななんて思いました。 

○委員長 ありがとうございます。重要な視点をいただいているかと思います。当事者意

識をどういうふうに持たせるかと、実際に運用していく過程の中で今後、小学生とか保護

者とか先生方に説明会を開いていくかも、もしかすると今後丁寧にやっていかなきゃいけ

ないかなと感じていますが、そこについてはまだここは書いていないですね。 

○事務局 議論の中で広報についてのお話はあったので、多少記載をさせていただいてい

ますので、必要に応じて少し膨らませていくというところはあるかなと思っています。小

学生については、最初のアンケートのときに、小学６年生にもさせてはいただいておりま

して、小学校への説明というところでは、今そこまで具体の課題としては実は挙げており

ませんので、それは少しやっていく方向で考えていきたいと思います。記載についてはち

ょっと考えてみます。 

○委員長 ありがとうございます。もうそろそろ終わりのほうに近づいているかと思いま

すけれども、もし何か最後にございましたらお願いします。 

 では、一旦こちらのほうで今回の議論は閉じさせていただきたいと思います。 



23 

 

 それでは、次第４に移りたいと思います。その他ですが、皆さんから何かございます

か。 

 また、冒頭の会議録の確認ですが、何か訂正箇所はございますか。なければ、こちらの

会議録は、こちらのほうで御承認いただいたとさせていただきます。 

 事務局から何か情報をお願いします。 

○事務局 次回ですけれども、２月末から３月中旬ぐらいまでにかけてもう１回開かせて

いただきたいと思っております。今日御指摘いただいたものについては、修正したものを

メールで送らせていただきますので、忌憚のない御意見をいただければと思います。御意

見をいただいて、さらに修正した場合には何度かメールが行く場合もございますので、よ

ろしくお願いいたします。 

○委員長 次は逆に最終報告書が確定する会というふうに考えてもよろしいですか。 

○事務局 今現在、直したものが案として固まるという形で、１回議会の常任委員会とい

うところに２月に出させていただいて、そちらでも御意見を聞いて、それとトライアル事

業が終わった時点でもう少し情報が増えますので、そこも併せたもので最終的に３月末、

トライアル事業の情報が結構最後まで、会計の集計とかまで含めて少し検証項目かなと思

っているので、目標としては３月末なんですけれども、少し４月にかかる部分があるかも

しれませんが、そこで終わりという形になりますので、次回は最終に併せた内容の御指

摘、御意見をいただければと思っております。 

○委員長 ありがとうございました。 

 それでは、皆さんのほうから何かございますか。 

 では、なければ、少し時間的に早くなってしまって申し訳ないですが、これをもちまし

て第12回の世田谷区立中学校部活動地域移行に係る検討委員会を閉じたいと思います。

本日もありがとうございました。 

午後７時57分閉会 


